
【事業概要】
●経営規模：水稲 1.6ｈａ、そば 1.4ｈａ、柿 50ａ
●加工品：そば、あんぽ柿
●労働力：家族 4人
●販売ルート：そばは、自家営業のそば屋で使用（11 月～ 8 月は週 3 日、9～ 10 月は
週 2日営業）、柿は、生食用及びあんぽ柿を主に直売所で販売、米は、主に消費者に直
接販売

【事業化までの経緯】
●水稲と自家用野菜を作る兼業農家だったが、「あんぽ柿」に興味を持ち、柿栽培を開始。
平成14年頃に「あんぽ柿」を商品化。
●地域の遊休農地解消の一環としてそば栽培を開始。近所の先輩に教わりながら、そば
打ちを開始。自分で栽培したそばで、そば屋をやってみたいと思うようになり、平成
17年、そば屋を開業。

【生じた課題】
●柿の栽培技術、「あんぽ柿」加工技術の向上、販路　●そば打ちの技術向上、集客

【課題への対応方法】
●「あんぽ柿」の加工技術は、ＪＡの柿部会に入会して技術を習得した。最初は、自家消
費と知人に送る程度だったが、秩父夜祭りや直売所でも販売するようになった。生柿
の直売所での需要もあり規模を拡大。
●そば打ち技術向上のため、そば教室でノウハウを学んだ。行楽客の少ない冬季の営業
に不安があったが、秩父には、冬季にも様々な観光資源があり、訪れたお客様が満足
する品質のそばを提供することで常連客は増えている。

【今後の展望】
●米、そば屋、柿の三部門で経営を行っているが、後継者が就農したこともあり、規模
拡大、販路拡大、新たな商品開発等により、それぞれの部門をバランスよく発展させる。

【連絡先】

■所在地　秩父市太田 1757
■代表者　石橋  総一郎
■HPアドレス
　http://www.ishibashi-an.com/

かき加工風景

そば栽培ほ場

★加工原料となる農産物：米、そば、柿
★取組内容：あんぽ柿、そば屋石橋総一郎 （石橋庵）
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ごあいさつ

　本県は首都圏に位置する消費地の中にある産地

という「地の利」を生かし、米、麦、野菜、花き、

畜産など多彩な農産物が生産されています。

　農産物の多くは生鮮品として出荷されますが、

一部の生産者は菓子や漬物などに加工して直売所

で販売し、農家レストランで調理して提供してい

ます。

　県内では約500の経営体が、このような農業（１

次産業）と製造業 (2 次産業）、小売業（3次産業）

の事業を一体的に行うことで、付加価値を生み出

す 6次産業化に取り組んでいます。

　県では「農業の 6次産業化を促進するための指

針」を定め、6次産業化に取り組む皆様の経営計

画実現に向けて発展段階に応じた支援を実施して

おります。

　このたび、県内の 6次産業化に取り組む皆様か

ら事業化までの経緯や課題、課題への対応方法な

どについて聞き取りをさせていただき「埼玉県農

業の 6次産業化取組事例集」としてまとめました。

事例集作成にあたって御協力をいただいた皆様に

は、心からお礼を申し上げます。

　これから6次産業化に取り組もうとする皆様、

また、6次産業化事業の拡大を検討されている皆

様にこの事例集を活用いただき、新たな事業に挑

戦いただければ幸いです。

　

　平成 30年１月

埼玉県農林部長　篠崎　豊

石橋庵（秩父市）
＊あんぽ柿、そば屋
㈱大熊ファーム（久喜市）
＊米加工品
㈱はせがわ農園（行田市）
＊大豆加工品、ジェラート
さいたま榎本農園（さいたま市） 
＊ジャム、ドレッシング、レストラン
サトルファーム（本庄市）
＊漬物
ＴＡＴＡＧＲＥＥＮ㈱（熊谷市）
＊さつまいも加工品
㈲トマト園芸（越谷市）
＊コンテナガーデン、トマトジュース
今泉農園（加須市）
＊ジャム、クッキー等、いちじく加工品
内田善之（やまねぶどう園）（秩父市）
＊干しぶどう、観光農園
㈱渋谷農園QuiQui（蓮田市）
＊キウイ加工品
武州ころ柿推進協議会（滑川町）
＊干し柿
芳康いちじく園（川島町）
＊いちじく加工品
山口農園（越生町）
＊梅加工品
三ツ木園製茶㈱（入間市）
＊緑茶、お茶ジャム
農事組合法人榎本牧場（上尾市）
＊アイスクリーム、ヨーグルト
㈲大野農場（川越市）
＊豚肉加工品、レストラン
国分牧場（東松山市）
＊牛肉加工品
古代豚　白石農場（美里町）
＊豚肉加工品
㈱坂本ファーム（寄居町）
＊豚肉加工品
㈱長谷川牧場（深谷市）
＊焼肉店
農事組合法人安行グリーン（川口市）
＊香りの花木
㈲貫井園（入間市）
＊しいたけだし粉
ホビーファーム平永（加須市）
＊ホンモロコ、いちじく加工品
ローズ工房（伊奈町）
＊赤飯等
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【事業概要】
●経営規模：梨 1.6ha、水稲 3ha、キウイ 0.4ha
●加工品：もち（のしもち、切りもち、あげもち）年間 6,800 袋（1 キロ袋入）、おむ
すび団子等製造販売
●労働力：パートを含めて 24人（うち加工 7人）
●販売ルート：生食用梨は直営店舗、サイボクハム、もち加工品は直営店舗、ＪＡ南彩
菖蒲グリーンセンター他

【事業化までの経緯】
●約40年前に父親が梨栽培の傍ら、もち加工を行い、ＪＡ南彩菖蒲グリーンセンターで
販売を開始。以来、梨栽培＋もち加工で経営を発展させてきた。
●平成24年、早期退職し、翌年の法人化とともに経営移譲を受ける。旧加工所が老朽化
したため、新しい加工所兼店舗の建設を考え始めた。
●平成28年3月、展示会にてうるち米から団子を作る機械と出会い「おむすび団子」を開発
●平成28年10月、新加工所兼店舗を開店。

【生じた課題】
●加工所の通年稼働、従業員の通年雇用のための、6次産業化総合化事業計画の認定
●加工所建設の際の、土地の選定及び農地転用

【課題への対応方法】
●6次産業化総合化事業計画の申請に当たっては、農林水産省や県と申請の可否につい
て検討。
●加工所兼店舗建設に当たっては、県道沿いの集客が見込める梨ほ場を転用。資金調達
はスーパー L資金を活用。
●展示会などに頻繁に足を運び、もち以外の加工品「おむすび団子」を新たに開発。

【今後の展望】
●新加工所では、もちの製造機械を１機増設し、製造能力が2倍となった。フードカッター
を新たに導入し、「のしもち」だけでなく「切りもち」を商品化し、好評である。今後、
自宅店舗での販売を軌道に乗せ、売上増加を図っていく。
●通年雇用を進め、長期にわたって人材を確保していく。

【連絡先】
■所在地　久喜市菖蒲町新堀 2554
　　　　　加須市下種足 49-2（店舗）
■代表者　大熊  光輝
■HPアドレス
　http://www.okuma-farm.jp/

もち加工品

加工所兼店舗

★加工原料となる農産物：米
★取組内容：米加工品株式会社 大熊ファーム

hisugih
タイプライター
前半：６次産業化事例集（埼玉県，抜粋）
後半：国の補助制度

hisugih
タイプライター

hisugih
タイプライター
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【事業概要】
●経営規模：施設トマト（ミニトマト主体）約 26a、露地野菜 1ha
●飲食店：農家レストラン「菜七色（なないろ）」経営
●加工品：ジャム、ドレッシングを委託製造
●その他：ＮＰＯ法人との連携による子ども向けの農業体験プログラムを実施
●労働力：家族 3人、雇用は 5人
●販売ルート：百貨店、飲食店、農産物直売所、通信販売など

【事業化までの経緯】
●平成 25年に大玉トマト経営を父から継承したが、技術継承はなし。
●新たな販路を開拓する必要が生じ、大玉トマトからミニトマトに切り替え。
●実家を改装して農家レストランを開業。（日替わりシェフ方式、ランチのみの営業。）
●農家レストランは、自ら栽培した野菜を試食してもらう機会と捉え、美味しくて新鮮
な野菜を食材に使用。

【生じた課題】
●レストランの来客数が季節により増減し、労力の配分が困難

【課題への対応方法】
●雑誌、テレビ等の取材に対応することにより、一定の集客を確保。
●レストランの業務と農作業が両方できる人材の育成。

【今後の展望】
●現在の経営方針は維持しながら、新しい分野にも前向きにチャレンジしていきたい。
●近い将来に法人化し、役割分担を明確にしたうえで、経営の発展を目指したい。

【連絡先】

■所在地　さいたま市西区飯田新田547
■代表者　榎本  健司
■HPアドレス
　http://enomotofarm.wixsite.com/e-tomato

ある日の菜七色のランチ

歴史ある母屋を改造した菜七色

★加工原料となる農産物：トマト
★取組内容：ジャム・ドレッシング、レストランさいたま榎本農園

【事業概要】
●経営規模：さつまいも 5ｈａ
●加工品：焼き芋、干し芋等
●労働力：5人（期間パート別）
●販売ルート：加工場に併設した店舗「芋屋 TATA」での販売が中心、インターネット
通販

【事業化までの経緯】
●平成23年、新規就農し、農地に適した作物としてさつまいもの栽培を開始。付加価値
を付けた商品販売を志向し、自ら製造した焼き芋、干し芋を販売。好感触を得る。
●平成24年に法人化し、生産・製造設備の拡大を進める。
●平成27年、国の 6次産業化総合化事業計画の認定を受ける。融資を受け加工場を整
備し、栽培面積を拡大。
●SNSの活用による情報発信、顧客との交流から口コミで人気が広がっている。

【生じた課題】
●6次産業化事業の規模拡大

【課題への対応方法】
●新規就農時から公的機関を含め広く情報を収集。当初から5 年間の中期的な事業計画
を作成。
●自作の焼き芋器や干し芋加工所で加工をスタート。
●さつまいもの作付拡大は、地元の農業委員会の協力を得る。
●加工所建設では、日本政策金融公庫に資金相談。
●前年の経営内容を把握し、次年度の事業計画を策定し実行。

【今後の展望】
●主力商品に続くさつまいも加工品を開発する。
●加工所の効率的な年間稼働体制をつくる。
●インターネット通販等の販売体制を強化する。
●干し芋等の海外販売を行う。

【連絡先】
■所在地　熊谷市樋春 1994-6
　（店舗所在地：熊谷市樋春1984-5）

■代表者　坂井  孝行
■HPアドレス
　http://tatagreen.jp/

干し芋

生産風景

★加工原料となる農産物：さつまいも
★取組内容：さつまいも加工品TATAGREEN株式会社

【事業概要】
●経営規模：ねぎ 60a、ブロッコリー 150a、なす 15a、スイートコーン 55a、はくさ
い 5a等
●加工品：「おさるのキムチ」、「青なすのなら漬・みそ漬」・「青なすのコンポート」な
どの青なすシリーズ等
●労働力：4人（パート含む）
●販売ルート：野菜は農協、直売所、スーパー、インターネット通販（スイートコーン
のみ）、加工品は直売所、地域施設、イベント等

【事業化までの経緯】
●平成22年に就農。なす、ねぎ、ブロッコリー、はくさい等の栽培を開始。
●就農とほぼ同時期に加工施設を整備し、自家生産の野菜を材料に、漬物の製造販売を
開始。

【生じた課題】
●加工施設の整備
●販路の拡大
●加工部門の人材確保

【課題への対応方法】
●加工施設の整備については、保健所に相談し、ユニットハウスを加工所に利用するこ
とで初期投資を抑制。
●県の農業の6次産業化ネットワークミーティングで商工業者と知り合い、連携。アド
バイスをもらう。
●埼玉県よろず支援拠点の「よろず経営相談」を通じ、中小企業診断士の助言を受ける。
●漬物以外の加工に取組む農家とコラボレーションし、新商品を創出。

【今後の展望】
●野菜生産を拡大する。
●加工品の品目数を増やす。

【連絡先】

■所在地　本庄市久々宇 272
■代表者　大塚　悟
■HPアドレス
　http://www.satoru-farm.jp/

青なすシリーズ（なら漬、みそ漬、コンポート）

青なす畑で

★加工原料となる農産物：野菜
★取組内容：漬物サトルファーム

【事業概要】
●経営規模：水稲 14ha、大麦 17ha、大豆 5ha、梨 1ha
●加工品：ジェラート（在来枝豆、きな粉、酒粕）、梨加工品（アイスバー、サイダー、ジャ
ム）、大豆加工品（無菌大豆粉、きな粉、パウンドケーキ、焼きドーナツなど）
　パウンドケーキ、ドーナツ、ジャムは自社製造、その他は委託加工
●労働力：6人（雇用 4人）
●販売ル－ト：加工品は自宅直売、地元直売所、インターネット通販など

【事業化までの経緯】
●平成23年、地元特産品「行田在来青大豆」を活用した、在来枝豆ジェラートを商品化。
●平成26年、県内企業と無菌大豆粉利用に関する農商工等連携の事業計画認定を受け、
特許技術を利用した大豆粉を商品化し、無菌大豆粉利用の加工品を多数開発。
●平成 28年、加工施設を整備し、自社製造開始（ジャム、焼菓子）。
●ジェラート、サイダー、アイスバーなどは、県内の食品関連企業へ加工委託。

【生じた課題】
●製造・販売等の知識・技術の習得　●連携事業者の確保　●販売先の開拓

【課題への対応方法】
●知識・技術は農林振興センターへの相談と情報収集、研修会参加により習得。
●商工会など地元関係者、各種イベントで情報収集し、連携事業者を確保。
●地元販売店の巡回、ネット販売、各種イベント参加により販路を開拓。
●商品開発・販促などに際し、農林・商工関連事業の国庫補助事業を積極的に活用。

【今後の展望】
●無菌大豆粉を活用した商品を開発する。
●6次産業化商品の付加価値向上および安定した販売システムを構築する。
●自社施設での製造と委託加工のバランスを重視し、コスト意識を持って新規商品を開発
する。

【連絡先】
■所在地　行田市谷郷 308-1
■代表者　長谷川浩
■HPアドレス
　http://www.hasegawa-farm.net/

★加工原料となる農産物：大豆、大麦、梨
★取組内容：ジェラート、大豆加工品株式会社 はせがわ農園

6次産業化商品ラインアップ

長谷川代表とメンバー
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【事業概要】
●経営規模：施設トマト 40a、草花ハウス 8a、草花、露地野菜 70a
●加工品：トマトジュース（10種類）年間 5,000 本限定、コンテナガーデン（鉢を使っ
た寄せ植え）の製造販売
●労働力：8人 ( パート含む )
●販売ルート：自社店舗（本店 700㎡（トマト・花）、レイクタウン店 910㎡（花））

【事業化までの経緯】
●昭和49年、就農し、トマトを栽培。平成 6年に全量直売に転換。
●平成9年、販売部門を法人化。花の生産販売を開始。
●平成22年、自宅加工所を整備。トマトジュースを製造販売。
●平成26年、花の加工では全国初となるコンテナガーデンプロジェクトの総合化事業計
画を国が認定。
●平成28年、コンテナガーデンを販売する新店舗（レイクタウン店）を開店。

【生じた課題】
●ジュース加工の収益性　●ジュース以外の商品開発を検討　●ブランド力の向上
●新店舗の開設

【課題への対応方法】
●ジュース加工は収支が合わないが、宣伝と割り切り、限定生産し、加工所の稼働率よ
りもジュース生産の継続と商品の定着を優先。
●県の支援により商品ロゴ、パッケージデザインを新たに製作し、ブランド力を向上。
●総合化事業計画の申請は、県に相談。
●新店舗建設における農地や開発許可の手続きは市役所、農業委員会に相談。
●資金調達は、国庫事業と農業改良資金を活用。

【今後の展望】
●新店舗（レイクタウン店）の経営を軌道に乗せ、ゆっくりと末永く愛される店作りをし、
花のある生活の提案と花卉の需要拡大につなげる。
●ジュース加工は継続して行い、そのブランドＰＲ力を生かして経営全体の収益向上を
目指す。

【連絡先】

■所在地　越谷市東町 5-1018
■代表者　立澤  淳一
■HPアドレス
　http://www.tomato-engei.com/

レイクタウン店

にじいろトマトジュース

★加工原料となる農産物：トマト、花
★取組内容：コンテナガーデン、ジュース有限会社トマト園芸

【事業概要】
●経営規模：いちじく 35a、ブルーベリー 20a、みかん 10a、柿 7a
●加工品：いちじく（ジャム、ソフトドライ、チップス、ワイン煮、マフィン、クッキー（米
粉使用）、ジャム（ブルーベリー、柿）、チップス（みかん、柿）（自宅加工施設で製造）
●労働力：4人
●販売ルート：自宅直売、地元ＪＡ直売所、しらおか味彩センター、各種イベント（県
庁朝市、地元マルシェ）など

【事業化までの経緯】
●昭和58年に水田転作作物として「いちじく」を導入。
●いちじくの作付拡大とともに、ブルーベリー、みかんなどの果樹を導入。水稲は全て
作業委託。
●平成14年、3年間の試作を経て、いちじく加工品（ワイン煮、ジャム）を開発。同時
に加工施設を整備。
●平成22年以降、いちじく加工品を毎年 1品目ずつ開発。開発には県補助事業を活用。
●平成28年度、一部商品が「県ふるさと認証食品」「市ブランド品」に認定。

【生じた課題】
●適切なマーケティング、評価検討の実施
●製造技術、法令等に係る知識習得
●販売先開拓

【課題への対応方法】
●農林振興センターへの相談、情報収集、研修会への参加により、マーケティング、評
価検討、技術・知識を習得。
●地元販売店・飲食店を巡回し、販路を開拓。

【今後の展望】
●今後も「県ふるさと認証食品」、「市ブランド品」の認定品目を拡大する。
●新商品開発にあたっては「手づくり感」を重視し、コスト、労力とのバランスを考慮する。
●販売店舗、食材供給先飲食店を確保する。

【連絡先】
■所在地　加須市鴻茎 2360
■代表者　今泉  文雄
■HPアドレス
　http://www43.tok2.com/home/ichikome/

★加工原料となる農産物：果樹
★取組内容：ジャム、クッキー等今泉農園

6次産業化商品ラインアップ

今泉文雄さん・明江さん

【事業概要】
●経営規模：ぶどう 1ｈａ栽培（内ちちぶ山ルビー 35ａ）
●加工品：干しぶどう「ちちぶ山ルビーレアレーズン」を委託加工により製造販売
●労働力：家族 3人及び年間雇用延べ 200 人
●販売ルート：自家の直売店舗での販売と宅配が中心、贈答用の宅配が5割を占める

【事業化までの経緯】
●約20種のぶどうを生産・直売。
●平成 8 年、秩父オリジナル品種「ちちぶ山ルビー」を品種導入初期から生産を開始。
栽培面積は郡内随一。
●平成26年、「ちちぶ山ルビー」の試験乾燥を行い検討を重ねた。
●平成27年、「ちちぶ山ルビーレアレーズン」（委託製造）の販売を開始。埼玉県農商工
連携フェアに出展し、バイヤーから高い評価を得る。

【生じた課題】
●「ちちぶ山ルビー」は、贈答用の需要がほとんどのため、高い品質が求められ、発生
　する生産ロスの有効活用

【課題への対応方法】
●地元の食品事業者と連携し、生産ロスを有効活用して「ちちぶ山ルビー」の特徴とブ
ランド力を活かした商品づくり。

【今後の展望】
●菓子製造業者とのマッチングによるコラボ商品の開発に取り組む。
●「ちちぶ山ルビー」の需要に応えるとともに加工品の製造量を増やすため、作付面積
の拡大を目指す。

【連絡先】
■所在地　秩父市黒谷150
■代表者　内田  善之

★加工原料となる農産物：ぶどう
★取組内容：干しぶどう、観光農園内田善之 （やまねぶどう園）

ちちぶ山ルビーレアレーズン

ちちぶ山ルビー栽培風景

加工所兼店舗「QuiQui（キュイキュイ）」

キウイコンポート

【事業概要】
●経営規模：米 5ha、キウイ 50a、その他果樹 10a、野菜・花壇苗 10a
●加工品：キウイコンポート（S～ L 瓶他）シーズン 1,700 本、キウイシフォンケーキ
等菓子類を製造販売
●労働力：パートを含めて 9人（加工部門パート含め 2人）
●販売ルート：農園併設店舗 QuiQui、蓮田ＳＡ、その他イベント販売。加工品の他、
農園産キウイも販売。

【事業化までの経緯】
●北海道から嫁いで以来、「自分の店を持ちたい」という夢を持ち、平成22年から実現へ
向けた活動を開始。
●加工技術習得のため、製菓専門学校へ半年間通学。商品の試作に取り組む。
●平成26年、試行錯誤の末、それまで販売できなかった小玉キウイを丸ごとシロップで
煮詰めたコンポートを開発。
●平成25年8月、農園を法人化。
●平成27年2月、家族の承諾を得て自宅の納屋跡地に加工所兼店舗「QuiQui」を開店。

【生じた課題】
●経営主（義父）の承諾　●商品開発　●加工所の建設資金

【課題への対応方法】
●家族の承諾を得るため、技術習得をして試作を行い、熱意と努力で説得を続けた。
●キウイコンポートの開発にあたっては、県の支援を受けた。
●加工所兼店舗建設には、スーパーＬ資金を活用。

【今後の展望】
●キウイ販売が終わる夏季に販売できるアイス商品を開発する。平成29年5月より「キ
ウイフローズンヨーグルトアイス」など15種類を順次販売開始。
●6次産業化商品の製造に限らず、広く美味しいものを提供するカフェレストランを開
店させる。

【連絡先】
■所在地　蓮田市大字上平野 640-1
■代表者　渋谷 しょうこ
■HPアドレス
　http://www13.plala.or.jp/
　abcd1227/index.html

★加工原料となる農産物：米、キウイ
★取組内容：キウイ加工品株式会社 渋谷農園ＱｕｉＱｕｉ
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【事業概要】
●経営規模：自社茶園 3ha
●加工品：緑茶、ほうじ茶、紅茶、ゆず入り狭山茶等、お茶ジャム 250 個 / 年
●労働力：3人
●販売ルート：自宅直売、ＪＡ直売

【事業化までの経緯】
●お茶の消費低迷が続く中、消費者に日常的に狭山茶に親しんでもらえるようにお茶
ジャムを試作。
●県主催6次産業化ネットワークミーティングへの参加やイベントでの消費者からの意
見の聞き取りにより、商品をブラッシュアップ。
●地元の加工業者を委託会社とし、緊密に連携し、試行錯誤の結果、お茶ジャムを製品化。
平成27年、販売開始。
●お茶ジャム同様、紅茶ジャムの生産・販売を開始。

【生じた課題】
●ジャムの味を左右する原料茶葉の品質安定、茶葉の選定
●加工品の味の安定
●6次産業化の今後の展開についての整理

【課題への対応方法】
●農林振興センターへの相談。
●6次産業化ネットワークミーティングへの参加等による商品をブラッシュアップ。
●事業計画作成は県に相談。

【今後の展望】
●お茶の時期だけでなく、年間を通してお茶をＰＲできるような商品づくりを行う。
●埼玉県産米を使用した玄米茶のブランド化を図る。
●地域ブランドを立ち上げ、百貨店等新たな販路確保を目指す。

【連絡先】

■所在地　入間市西三ツ木 105
■代表者　三ツ木  宏征

ゆず入り狭山茶

茶摘み風景

★加工原料となる農産物：茶
★取組内容：緑茶三ツ木園製茶 株式会社

【事業概要】
●経営規模：1ha
●加工品：武州ころ柿（干し柿）（明治中頃から生産し、ピーク時は東京市場に100万個
出荷していた「武州ころ柿」を地域特産品として復活させるための取組。）
●平成28年産生産量：約 5000 個
●労働力：会員数 5人　●販売ルート：直売所

【事業化までの経緯】
●平成25年7月、「武州ころ柿」の次世代伝承、町の特産品化とするため行政、農業者等
の有志により協議会を設立。
●平成26年に遊休農地を活用して生産面積を拡大。原料柿品種「美濃」の低樹高化、新
品種「蜂屋」を導入。
●平成25～27年の 3年をかけ「武州ころ柿」生産技術習得と生産マニュアルを作成
●武州ころ柿を利用した新商品の開発を検討。

【生じた課題】
●「武州ころ柿」の伝統を大切にしながら、環境変化や消費者ニーズに対応した生産技
　術及び品質の確立と商品のＰＲ
●連携による販売拡大

【課題への対応方法】
●過去3年間の取組によって得られた成果を十分活用しながら、新会員に対して原料柿
栽培と「武州ころ柿」加工技術などの伝承を進めていく。
●関係機関の支援や協力を得て、「武州ころ柿」のＰＲ活動を進めブランド品としての定
着を図り、利益が上がる事業として成長を図る。
●販売を安定的に進めていく上で法人組織等の設立について検討をする。

【今後の展望】
●「武州ころ柿」を消費者に認識してもらえるよう、柿生産者の増加、商品販売量の拡
大に努めていく。
●商工事業者との連携を図り、「武州ころ柿」を活用した新商品づくりを推進していく。

【連絡先】
■所在地　滑川町大字福田 750-1
■代表者　小久保  佐俊

★加工原料となる農産物：柿
★取組内容：干し柿武州ころ柿推進協議会

武州ころ柿

栽培・取組の風景

★加工原料となる農産物：果樹
★取組内容：ジャム、クッキー等今泉農園

【事業概要】
●経営規模：60a栽培
●加工品：いちじく加工品（ドライ、冷凍、アイスクリーム、焼き菓子等）
●労働力：2人（必要に応じパート）
●販売ルート：ＪＡを通じ市場出荷するほか観光農園も開園予定、加工品は自家直売

【事業化までの経緯】
●出荷規格に合わない生産物の有効利用を図るため、6次産業化の取組を開始。
●安定して品質の良いいちじくを生産するため土づくりや雨よけ設備の導入に努力。
●加工品を開発するため試作、検討を重ねる。
●アイスクリームは委託加工、ドライイチジクは自宅加工所で商品化。

【生じた課題】
●加工商品の販売拡大
●さらなる商品力の向上

【課題への対応方法】
●インターネットを活用した農園自体や商品についての情報提供活動の実施。
●商品紹介リーフレットを作成し、役場や直売所にて配布をするなど、自家生産のイチ
ジクを原料にした6次産業化商品のＰＲ活動の実施。

【今後の展望】
●資金導入や法人化を検討している。
●生産したいちじくは、生鮮品のみならず、6次産業商品化に有効活用することにより
全量販売し、売上げの拡大を目指す。

【連絡先】
■所在地　川島町鳥羽井新田 266
■代表者　山田  直志
■HPアドレス
　hhtp://www.houkouichijiku.com

★加工原料となる農産物：いちじく
★取組内容：いちじく加工品芳康いちじく園

いちじくアイスクリーム

栽培風景

【事業概要】
●経営規模：梅 1ha
●加工品：おにぎり梅 (140g)2 万本 / 年、梅ジャム (140g)100 本 / 年 ( 限定製造 )
●労働力：2人 ( パート含む )
●販売ルート：生食用梅は直売とJA出荷、加工品は小売り、卸売、インターネット通販、
海外輸出

【事業化までの経緯】
●平成14年、自宅敷地内に加工所を整備。梅干し加工販売を開始。
●その後、おにぎり梅、梅ジャムなどを商品化。
●加工体験講座も実施。
●平成28年、海外輸出向けの自社ブランド名「美梅（めいめい）」を立ち上げ、海外に
向けた活動を開始。

【生じた課題】
●新商品開発に向けた事業計画の数値による現状把握と計画作成
●加工品の品質と味の安定化

【課題への対応方法】
●事業計画書を作成。
●加工室整備、商品化については農林振興センターへ相談し、商品開発、衛生管理など
の知識を習得。
●おにぎり梅、ジャム等は消費者、バイヤーの意見を取入れ商品化。
●チューブ入りにすることで商品劣化を防止。衛生管理を徹底。

【今後の展望】
●梅畑の拡大や地元梅の購入により使用原料を増やし加工製造を強化する。
●新品種「つゆあかね」、「すいこう」を使用したこだわりのジュース、ジャムを製造し、
自社ブランドの新規商品として百貨店等新たな販路確保を目指す。
●海外輸出向けの自社ブランド「美梅（めいめい）」の拡大を目指す。

【連絡先】
■所在地　越生町上野東 4-13-6
■代表者　山口  由美
■HPアドレス
　http://yamaguchinouen.okoshi-yasu.com/

★加工原料となる農産物：梅
★取組内容：梅加工品山口農園

梅加工品

梅栽培風景
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【事業概要】
●経営規模：肥育牛約 500 頭、年間出荷頭数約 300 頭
●加工品：自家産牛肉を使った焼肉メニューの提供
●労働力：10人（パート含む）
●販売ルート：牧場直営焼肉店「七福」

【事業化までの経緯】
●埼玉県のブランド「武州和牛」を出荷。
●代表取締役の三男が、自家産牛肉を提供する焼肉店の開業に興味を持ち、食肉加工学
校で専門的知識を学んだ後、人気焼肉店で経験を積む。
●事業計画を検討した後、『牧場直営焼肉「七福」』を開店。
●焼肉店では、長谷川牧場の上質な肉が味わえ、肉のカット方法にこだわった焼肉メ
ニューが好評。

【生じた課題】
●食肉加工技術の習得
●事業計画の策定と資金調達
●飲食店経営ノウハウの習得

【課題への対応方法】
●肉のカット技術や店舗経営を食肉加工学校や勤務した焼肉店で習得。
●県の専門家相談を受け、経営ビジョン（事業計画）を作成。
●資金は日本政策金融公庫に相談。
●経験者や知人を雇用することで、店舗を順調に運営。
●焼肉店経営者仲間と情報交換を行い、サービスの向上を図る。

【今後の展望】
●現在は夜のみの営業だが、店舗ＰＲやニーズを踏まえ、ランチ営業を検討する。
●お客さんへの新サービスメニューを開発する。
●2号店の開店に向け、若い従業員を育成する。

【連絡先】
■所在地　深谷市今泉 73-8
　（店舗所在地：本庄市見福 5-4-8）

■代表者　長谷川  聖一
■HPアドレス
　http://shichifuku1129.com/

★加工原料となる農産物：牛肉
★取組内容：焼肉株式会社 長谷川牧場

香りの花木（ドリフトローズ香り玉付き） 香り玉

香り抽出器

こだわりの焼肉

肥育風景

【事業概要】
●経営規模：苗木生産（ブルーベリー 2ha、バラ 30a）、コンテナ植木（ジンチョウゲ、
キンモクセイ等 2ha)
●加工品：香りの花木
●労働力：13人（パート含む）
●販売ルート：（株）小林ナーセリーを通じたホームセンターなどへの卸販売

【事業化までの経緯】
●「五感で楽しむ花木たち」をコンセプトに生活者の心に潤いをもたらす付加価値を提
供できるよう、芳香性の花木を取扱う。
●花が咲いていない時期にも香りとともに花木を販売できる新商品「香りの花木」の総
合化事業計画を国が認定。
●「香りの花木」は、芳香性の花木（ブルーベリー、バラ、ジンチョウゲ、キンモクセイ）
と香りを固定化したビーズをセットにして販売する商品。

【生じた課題】
●水溶性の香りの抽出液の安全性の確保するため、原料花木の農薬使用の低減
●香りの抽出にあたっての花木の鮮度維持

【課題への対応方法】
●農薬使用を低減するため、新規に閉鎖性の高いハウスを設置。
●鮮度維持のため、2階建てハウスを整備。1階には香りの抽出装置を設置。
●施設・機械整備には、国庫事業を活用。

【今後の展望】
●「香りの花木」をはじめとして、「五感で楽しむ花木たち」というコンセプトに合う品
揃えを進め、消費者に心の豊かさをもたらす。

【連絡先】

■所在地　川口市安行 944
■代表者　小林　進
■HPアドレス
　http://angyogreen.jp/

★加工原料となる農産物：苗木
★取組内容：香りの花木農事組合法人 安行グリーン

店舗「手づくりハム工房 バルツバイン」

ギフト商品

【事業概要】
●経営規模：母豚 200 頭、年間出荷頭数 4,500 頭。「武州豚」としてブランド化
●加工品：ソーセージ、ハム、ベーコン
●労働力：パートを含めて 7人
●販売ルート：加工場に併設した店舗「手づくりハム工房 バルツバイン」で直接販売、卸、
インターネット通販

【事業化までの経緯】
●平成3年に国の事業を活用して加工場兼店舗「手づくりハム工房　バルツバイン」を
整備。自家産豚を使ったハム等の製造を開始。
●代表取締役の長男が加工部門に就くとともに、新しい看板の設置や商品パッケージを
更新し販売改善を実施（県の事業を活用）。
●商品構成、製造方法に改善を加える。

【生じた課題】
●自家産豚の肉質改善
●製造方法の改善
●自家店舗での販売力向上

【課題への対応方法】
●事業を活用し、加工施設の整備や販売環境を改善
●独自に開発した配合飼料を給餌することで、肉質が改善され加工品の品質が向上。
●ソーセージ等の加工品づくりに携わった技能者のアドバイスを受け、製造方法を改善
した。ドイツ国際コンテスト（ＤＬＧ、ＩＦＦＡ）でソーセージ等の多くの商品が金
賞を受賞。
●高い品質を生かしたギフト商品を開発し、販売が伸びている。

【今後の展望】
●ソーセージの本場ドイツの雰囲気を持ち、イートインスペースを設けた新しい店舗兼
加工場を建設し、売上の倍増を目指す。
●消費者を楽しませるイベントを定期的に開催する。

【連絡先】
■所在地　寄居町赤浜 690-1
  （店舗所在地：寄居町富田 85-3）

■代表者　坂本  和彦
■HPアドレス
　http://www.shop-warzwein.com/

★加工原料となる農産物：豚肉
★取組内容：豚肉加工品株式会社 坂本ファーム

しいたけ栽培風景

だし粉

【事業概要】
●経営規模：しいたけ原木栽培 3万本、茶栽培 0.5ha
●加工品：だし粉 (50g)1,000 袋 / 年、原木しいたけのヘルシートマトソース (230g)
　500 本 / 年 ( 委託製造販売 )
●労働力：4人 ( パート含む、うち障がい者 2人 )
●販売ルート：自宅店舗販売、地元直売所、地元スーパーにて販売の他、卸、インターネッ
ト通販、海外輸出

【事業化までの経緯】
●原木しいたけのおいしさを多くの人に知ってもらい、自分でも欲しいと思う商品を作
るために6次産業化に取り組む。
●平成25年、総合化事業計画の認定を受ける。ハーブティ、だし醤油、椎茸ソースの商
品化に取り組む。

【生じた課題】
●化学調味料、保存料を使用せず、食感と旨味を生かした商品開発
●生鮮とは違う加工品の販売ルートの確立

【課題への対応方法】
●試作を繰り返した後、商品化。
●加工品製造にあたり加工室の整備や衛生管理については、農林振興センターに相談。
●各種講習会参加により、衛生管理、表示等の知識を習得。
●商品開発にあたっては、試作と併せて料理にも使用し、味等を確認。
●販路拡大は、各種マルシェ、県農商工連携フェア等への出展やＳＮＳ・ネットを使っ
たレシピの提供や商品紹介により実施。

【今後の展望】
●原木しいたけの良さを様々な食べ方で紹介をすることで更なる経営向上を目指す。
●自社ブランド「原木美食」の百貨店等への更なる販路確保を目指す。

【連絡先】

■所在地　入間市小谷田 2-1-19
■代表者　貫井  香織
■HPアドレス
　http://nukuien.com/

★加工原料となる農産物：しいたけ
★取組内容：だし粉有限会社 貫井園
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農⼭漁村の6次産業化

6次産業化とは、
農林漁業者の皆様が、⾃ら⽣産した農林⽔産物を活⽤し、
新商品を開発したり、新たな販路の開拓（輸出も含む）を⾏う取組です。

関東農政局では、農⼭漁村の活性化のため、6次産業化による地域ビジネスの展開と新たな業態の創出を推進しています。

このページでは、6次産業化に取り組みたいと考える関東の農林漁業者の皆様に向けた情報を掲載しています。 

6次産業化について知りたい⽅はこちら（農林⽔産省ホームページ）

 新着情報

「六次産業化・地産地消法」に基づく総合化事業計画の認定について（令和元年7⽉31⽇認定）

「六次産業化・地産地消法」に基づく総合化事業計画の認定について（令和元年7⽉10⽇認定）

平成31年度の各都県における6次産業化の推進に係るサポートセンターについて 

平成31年度6次産業化に関する予算について

Facebook

6次産業化に関する情報を発信していきます。

  

6次産業化⽀援策について（予算等について）

6次産業化を⽀援する予算の概要や、6次産業化⽀援策活⽤ガイ
ド等を掲載しています。

 六次産業化・地産地消法について 

「地域資源を活⽤した農林漁業者等による新事業の創出等及び地
域の農林⽔産物の利⽤促進に関する法律」（六次産業化・地産地
消法）や、この法律に係る政令、省令、告⽰、基本⽅針、運⽤通
知及び⽀援内容等を掲載しています。（農林⽔産省へリンク）

 

六次産業化・地産地消法に基づく事業計画の申請等につい
て

農政局では、六次産業化・地産地消法に基づく「総合化事業計
画」及び「研究開発・成果利⽤事業計画」の申請を受け付けて
います。これらの事業計画の申請を希望される⽅は、農政局各
都県拠点窓⼝までご相談ください。

▶6次産業化の推進に関する相談窓⼝

▶六次産業化・地産地消法に基づく事業計画の申請等について
（農林⽔産省へリンク）

 

六次産業化・地産地消法に基づく事業計画の認定状況につい
て

▶関東農政局管内の認定状況
関東農政局管内における事業計画の認定状況を掲載しています。

▶6次産業化の取組事例集(関東管内)
(PDF : 20.8MB、平成31年3⽉作成) 
関東農政局管内の認定計画のうち、販売を開始し概ね計画どおり
に進捗している事業者の取組事例を紹介しています。
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PDF形式のファイルをご覧いただく場合には、Adobe Readerが必要です。
Adobe Readerをお持ちでない⽅は、バナーのリンク先からダウンロードしてください。

6次産業化の推進に関する相談窓⼝

関東農政局では、6次産業化に取り組みたいと考える農林漁業
者の⽅々の相談に応じ、きめ細かなサポートを⾏うための相談
窓⼝を設置しております。
また、都県ごとに6次産業化のサポートセンターを設置し、専
⾨家による⽀援を⾏っています。

農林漁業成⻑産業化ファンドについて

「株式会社農林漁業成⻑産業化⽀援機構法」の概要、法律、政
令、省令及び⽀援基準にほか、ファンドの活⽤に係るガイドライ
ン等について掲載しています。（農林⽔産省へリンク）

関東産業連携ネットワークについて

関東地域における農林漁業と他産業との新たな連携関係を構築
し、各産業分野が有する様々な知⾒の共有と創発によるイノベ
ーションの実現等に寄与することを⽬的とした関東産業連携ネ
ットワークの会員を募集しております。

関連情報

6次産業化の取組に関連するサイト等へのリンクです。

お問合せ先

経営・事業⽀援部地域連携課
担当者: 推進・認定担当
ダイヤルイン︓048-740-5847
代表: 048-600-0600（内線3875）
FAX︓048-740-0081

公式SNS   イベント情報 リンク集 農林⽔産省
トップページへ

住所︓〒330-9722 さいたま市中央区新都⼼2-1
さいたま新都⼼合同庁舎2号館

電話︓048-600-0600（代表）
法⼈番号︓5000012080001

ご意⾒・お問い合わせ アクセス・地図

サイトマップ プライバシーポリシー リンクについて・著作権 免責事項

Copyright : Kanto Regional Agricultural Administration Office
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6次産業化に関する窓⼝

6次産業化の推進に関する総合相談窓⼝

関東農政局では、農林漁業者をはじめとした6次産業化に取り組む意向を持つ⽅々の相談に応じ、きめ細かなサポートを⾏う
ため、「6次産業化の推進に関する総合相談窓⼝」を各都県拠点・駐在所に設置しております。
6次産業化への取組及び⽀援等に関する制度⾯でのご相談は、最寄りの窓⼝までお問い合わせください。 

担当部署 所在地 電話番号 対象区域

関東農政局
茨城県拠点
地⽅参事官室

茨城県⽔⼾市北⾒町1-9 029-221-2184 茨城県

関東農政局
栃⽊県拠点
地⽅参事官室

栃⽊県宇都宮市中央2-
1-16 028-633-3313 栃⽊県

関東農政局
群⾺県拠点
地⽅参事官室

群⾺県前橋市紅雲町1-
2-2 027-221-1416 群⾺県

関東農政局
経営・事業⽀援部
地域連携課

埼⽟県さいたま市中央区
新都⼼2-1
さいたま新都⼼合同庁舎
2号館10階

048-740-5290 埼⽟県

関東農政局
千葉県拠点
地⽅参事官室

千葉県千葉市中央区本千
葉町10-18 043-224-5611 千葉県

関東農政局
東京都拠点
地⽅参事官室

東京都江東区東雲1-9-5
東雲合同庁舎3階 03-5144-5254 東京都

関東農政局
神奈川県拠点
地⽅参事官室

神奈川県横浜市中区
北仲通5-57横浜第2合同
庁舎

045-211-0584 神奈川県

関東農政局
⼭梨県拠点
地⽅参事官室

⼭梨県甲府市丸の内1-
1-18
甲府合同庁舎10階

055-254-6055 ⼭梨県

関東農政局
⻑野県拠点
地⽅参事官室

⻑野県⻑野市旭町1108
⻑野第1合同庁舎 026-233-2500 ⻑野県

関東農政局
静岡県拠点
地⽅参事官室

静岡県静岡市葵区
東草深町7-18 054-246-6121 静岡県
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http://www.maff.go.jp/kanto/annai/access/gunmaken_kyoten.html
http://www.maff.go.jp/kanto/annai/address/honkyoku/kyoku.html
http://www.maff.go.jp/kanto/annai/access/tibaken_kyoten.html
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平成31年度の各都県における6次産業化の推進に係るサポートセンター 

都県ごとの6次産業化のサポートセンターに配置されたアドバイザー（6次産業化プランナー等）が、農林漁業者等の皆様の6
次産業化の取組につながる案件の発掘や、新商品開発・販路拡⼤のアドバイス、六次産業化・地産地消法に基づく事業計画の
認定申請から認定後のフォローアップまでを⼀貫してサポートします。
サポートセンターでは、6次産業化の先達や⺠間の専⾨家が、農林漁業者等の皆様の6次産業化の計画作りをサポートし、具体
的な事業化（六次産業化・地産地消法に基づく総合化事業化計画の作成）のお⼿伝いをしていますので、お気軽にご相談下さ
い。

平成31年度6次産業化の推進に係るサポートセンター⼀覧 

都県 サポートセンター 住所 TEL FAX

茨城県 公益社団法⼈ 茨城県農林振興公社
〒311－4203 
茨城県⽔⼾市上国井町3118番地
1

 029－239－7131 029－239－7097 

栃⽊県 公益財団法⼈栃⽊県農業振興公社
〒320－0047
栃⽊県宇都宮市⼀の沢2丁⽬2番
13号

028－616－8740 028－648－9517 

群⾺県 群⾺県商⼯会連合会 〒371－0047 
群⾺県前橋市関根町3-8-1 027－231－9779 027－234－3378 

埼⽟県 埼⽟県 農林部 農業ビジネス⽀援課
〒330－0063
埼⽟県さいたま市浦和区⾼砂
3－15－1 

048－830－4095 048－830－4830 

千葉県 公益社団法⼈千葉県園芸協会 〒260－8667
千葉県千葉市中央区市場町1-1 043－223－3007 043－224－1444  

東京都 6次産業化中央サポートセンター
（株式会社パソナ農援隊）

〒100－8228
東京都千代⽥区⼤⼿町2-6-2
パソナグループ JOB HUB
SQUARE

03－3548－8333  

神奈川県 株式会社コンサラート
 〒231－0015
神奈川県横浜市中区尾上町5－80
神奈川中⼩企業センター2階

045－633－5215  045－633－5216

⼭梨県 ⼭梨県 ⼭梨県中⼩企業団体中央会
〒400－0035
⼭梨県甲府市飯⽥2－2－1⼭梨県
中⼩企業会館4階

050－6864－6788  055－237－3216 

⻑野県 ⻑野県 信州6次産業化推進協議会

〒380－8570
⻑野県⻑野市南⻑野字幅下692-2
⻑野県農政部農業政策課農産物マ
ーケティング室内

026－235－7217 026－235－7393 

静岡県 静岡県経済産業部 産業⾰新局マーケティング
課

〒420－8601
静岡県静岡市葵区追⼿町9－6 054－221－3653 054－221－2698 

お問合せ先

経営・事業⽀援部地域連携課
担当者:推進・認定担当 
ダイヤルイン︓048-740-5847
代表:048-600-0600（内線3875）
FAX:048-740-0081

公式SNS   イベント情報 リンク集 農林⽔産省
トップページへ

http://www.ibanourin.or.jp/ninaite/rokuji/
http://www.tochigi-agri.or.jp/guide/10/10-1.html
https://gun6.org/
http://www.pref.saitama.lg.jp/a0902/shigoto/nogyo/sesaku/6jisangyo/index.html
http://chiba-engei.or.jp/supportcenter.html
https://rokusapo.com/
http://6sapo-kanagawa.net/
http://www.chuokai-yamanashi.or.jp/%e3%82%84%e3%81%be%e3%81%aa%e3%81%97%ef%bc%96%e6%ac%a1%e7%94%a3%e6%a5%ad%e5%8c%96%e3%82%b5%e3%83%9d%e3%83%bc%e3%83%88%e3%82%bb%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%bc-2
https://www.shinshu-6jika.jp/
http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-110/index.html
https://www.facebook.com/maffjapan
https://twitter.com/MAFF_JAPAN
https://www.youtube.com/channel/UCDrlZ0fFFrVkhaV4rFKba9w
http://www.maff.go.jp/kanto/houdou/jyouhou/event/index.html
http://www.maff.go.jp/kanto/link/jyouhou/index.html
http://www.maff.go.jp/index.html



